
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １０月１８日(火)二見北小学校体育館で二見北子どもカフェによる歩行者交通安全教室が開催されました。

講師は明石警察署交通第一課交通総務係 矢内様・増田様で、参加・体験型のわかりやすい内容でした。 

具体的には、最新歩行者教育シミュレーターを使用し、体験者の足ふみ動作をセンサーが検知し、現実に道路

を横断しているような場面を展開することで道路横断を疑似体験できるようにしたものです。 

 

４名の子どもたちと校長先生が昼間と夜間の疑似体験をされました。校長先生の疑似体験では交通安全対策

に対するひょうきんな動きで会場内に笑いが起こり、参加者の関心を集められたのはさすがだと思いました。 

スクールガードからは、伊藤さん・松島さん・垣田さん・松下さん・五十嵐さんの５名が参加され、主催者側

には竹田さん、三林さんと大谷が加わっています。 

 

この交通安全教室では、明石警察署交通第一課の講師様の指導のもと、４名の子どもたち・校長先生の疑似体

験を通じて、見学者及び参加者全員が道路を横断する際の交通安全を再認識させられたことは、大変有意義

な安全対策の勉強であったと感謝しています。 

来年度の交通安全教室は子どもたち・PTA・スクールガード・地域の皆様の参加のもと、授業の一環としての

コミュニティスクールができればと思います。 

☆交通安全教室の写真 

 交通安全教室開催の様子         明石警察（矢内様・増田様）のご説明 

   

    子どもの横断歩道疑似体験         校長先生の横断歩道疑似体験 
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